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一
発
や
ら
れ
た
ら
三
発
返
す

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
は
じ
ま
る

た
。
意
見
陳
述
は
、
原

告
５
人
と
代
理
人
２
人

が
陳
述
し
た
。

「
私
は
組
合
専
従
。
保

釈
条
件
は
組
合
員
と
の

接
触
禁
止
、
組
合
事
務

所
立
ち
入
り
禁
止
。
こ

れ
で
は
仕
事
が
で
き
な

い
。
公
正
な
審
議
を
お

願
い
す
る
」(

関
生
支
部

書
記
次
長)

。

「
我
が
組
合
は
社
会
的

使
命
を
持
つ
全
交
運
、

世
界
運
輸
労
連
等
の
運

動
を
担
い
、
憲
法

条
28

で
保
障
さ
れ
る
公
然
の

関
西
生
コ
ン
事
件
に

関
す
る
国
家
賠
償
訴
訟

は
、
８
月

日

時

21

10

30

分
か
ら
、
東
京
地
方
裁

判
所
で
第
１
回
公
判
が

開
催
さ
れ
た
。
裁
判
所

前
に
は
、
組
合
員
、
支

援
者
１
０
０
人
余
り
が

集
ま
っ
た
。
国
賠
訴
訟

に
勝
利
す
る
宣
伝
行
動

を
始
め
る
と
進
行
役
の

竹
内
さ
ん
が
挨
拶
し
た
。

「
ス
ト
ラ
イ
キ
、
争

議
す
る
と
不
当
な
逮
捕

を
繰
り
返
し
、
労
働
組

合
を
弾
圧
し
て
き
た
。

許
せ
な
い
」(

平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
・
代
表
藤
本
泰

成
さ
ん)

、
「
私
た
ち
国

労
も
弾
圧
を
受
け
て
き

た
。
思
い
は
共
通
し
て

い
る
。
許
さ
れ
な
い
攻

撃
に
団
結
し
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」(

佐
藤
国
労

書
記
長)

。
続
い
て
、
全

国
一
般
労
働
組
合
、
ア

イ
女
性
会
議
、
東
海
地

区
支
援
す
る
会
な
ど
の

連
帯
挨
拶
が
あ
っ
た
。

全
日
建
連
帯
労
働
組
合

菊
地
進
委
員
長
か
ら
は

「
本
当
に
酷
い
不
当
弾

組
合
法
人
。
団
体
交
渉

な
ど
で
『
組
合
員
の
権

利
と
利
益
』
を
守
っ
て

い
る
」(

全
日
建
菊
地
進

委
員
長)

。

「
ゼ
ネ
コ
ン
の
買
い
叩

き
を
阻
止
す
る
た
め
、

中
小
企
業
と
組
合
が
連

携
し
て
、
適
正
価
格
を

つ
く
っ
て
き
た
。
未
組

織
の
労
働
者
も
保
証
す

る
産
別
組
合
に
な
っ
た
。

２
府
４
県
の
警
察
が
、

私
た
ち
の
労
働
協
約

が
法
的
違
反
と
し
て
、

人
の
逮
捕
者
、

人

89

67

の
起
訴
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を
語
っ
た
。
武
建
一

さ
ん(

関
西
生
コ
ン
支
部

委
員
長)

は
「
権
力
者
は
、

私
を
も
っ
と
勾
留
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
『
関
西

生
コ
ン
を
潰
し
た
い
と
。

産
別
組
合
を
潰
し
た
い
』

と
。
労
使
で
確
認
し
た

も
の
を
警
察
は
業
者
に

被
害
届
を
強
要
す
る
。

マ
ス
コ
ミ
を
使
い
、
関

西
生
コ
ン
支
部
を
反
社

会
勢
力
と
で
っ
ち
上
げ

る
。
こ
の
繰
り
返
し
だ

っ
た
。
私
た
ち
労
働
者

は
任
務
が
あ
る
。
階
級

的
労
働
運
動
と
政
治
運

圧
。
言
わ
れ
な
き

逮
捕
の
連
続
で
し

た
。
今
日
、
裁
判

勝
利
を
勝
ち
取
る

た
め

頑

張
り

ま

す
」
。
最
後
は
当

該
の
関
西
生
コ
ン

支
部
か
ら
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
の

音
頭
で
裁
判
勝
利

を
誓
っ
た
。
１
０

０
人
が
入
廷
で
き

る
大
法
廷
だ
が
コ

ロ

ナ

制
限

が

さ

れ
、
抽
選
で

人
30

余
り
が
傍
聴
し

関西生コン事件をコンパクトに
まとめたP16 のパンフレットが
発行されました。

＝問い合わせ＝
新社会党中央本部宮川まで

動
の
た
め
に
ス
ト
も
辞

さ
ず
闘
う
思
想
闘
争
で

も
あ
る
。
ビ
ラ
を
作
る

ビ
ラ
を
ま
く
こ
と
が
威

力
業
務
妨
害
で
不
当
逮

捕
す
る
な
ど
許
さ
れ
な

い
。
不
況
は
相
対
的
に

資
本
を
弱
め
る
。
チ
ャ

ン
ス
だ
。
関
西
生
コ
ン

は
一
発
や
ら
れ
た
ら
三

発
返
す
。
頑
張
り
ま
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。



秋
田
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

は
８
月
５
日
、
秋
田
県
の
最
低

賃
金
を
現
行
の
１
時
間
７
９
０

円
か
ら
２
円
引
き
上
げ
、
７
９

２
円
と
す
る
よ
う
秋
田
労
働
局

に
答
申
し
た
。
引
き
上
げ
は
17

年
連
続
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
引
き
上
げ
幅
は

年
以

12

来
８
年
ぶ
り
に
１
桁
台
と
な
っ

た
。

月
に
も
発
効
さ
れ
る
見

10

通
し
だ
。

厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ

て
い
る

年
８
月
現
在
の
最
低

20

賃
金
と
、
今
後
改
定
の
検
討
状

況
を
ま
と
め
た
。

上
記
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
秋
田

県
最
賃
審
議
会
が
県
労
働
局
に

答
申
し
た
も
の
。
全
国
で
同
様

に
最
賃
審
議
会
で
検
討
し
て
答

申
さ
れ
る
。
答
申
は
ほ
ぼ
出
そ

ろ
っ
た
。
東
京
、
大
阪
な
ど
で

据
え
置
か
れ
、
引
き
上
げ
額
は

１
円
～
３
円
と
コ
ロ
ナ
禍
を
意

識
し
た
低
額
に
抑
え
ら
れ
た
。

年
度
の
最
賃
は
据
え
置
き
・
１
円
～
３
円

20「
今
す
ぐ
１
５
０
０
円
」
に
ほ
ど
遠
い
決
着
に

ユニオンネット・埼玉大会
8月23日、14時、埼玉県久喜

市で、「ユニオンネット・埼玉」

第13回定期大会を開催した。司

会の矢島さん「安倍政権と大企

業の横暴に負けない労働運動を

作りたい。今大会を契機して頑

張りましょう」の挨拶で開会し

た。冒頭は、新組合員のK さん、

「突然の懲戒解雇で、ユニオン

に加入した経過と『労働運動が

何もわからない自分』が仲間の

励ましで頑張る決意を持てた」

と報告があった。「コロナ禍で

労働環境が大きく変化し、組織

もない個人対応に追い込まれて

いる。ユニオンに大きな課題を

突きつけられている」（渋谷委

員長）。大会は、１年のユニオ

ン活動の総括と代議員の質疑を

経て、2020年度の運動方針を確

認して閉会した。オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
進
め
方
に

異
論
も
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
生
い
立
ち
含
め
、
講
座
で
も

議
論
を
し
た
。
議
論
を
進
め
る
中

で
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
労
働
者
者
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
座

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
は
じ
め
の
一
歩
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
機

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議

が
広
ま
っ
て
い
る
。
労
働
運
動

に
お
い
て
も
、
「
人
の
集
ま
り
が

で
き
な
い
」
「
場
所
の
確
保
が
で

き
な
い
」
等
々
か
ら
、
意
思
統

一
の
場
が
取
れ
な
い
」
な
ど
の

課
題
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
回
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
労
働
者
講
座
は
、

誰
も
が
気
軽
に
学
べ
る
よ
う
に

と
開
き
ま
し
た
。

日
の
第
１
回
は
基
本
編
で
、

18人
が
受
講
し
ま
し
た
。
講
師

30は
松
原
明
さ
ん(

レ
イ
バ
ー
ネ
ッ

ト
共
同
代
表)

、
「
伝
え
た
い
こ

と
を
伝
え
る
。
当
事
者
が
発
信

し
て
、
運
動
に
役
立
て
る
。
実

際
に
体
験
し
て
学
び
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ロ
ハ
か

ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
知
識
を
学

ん
だ
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
基
本
的
な
使
い
方

で
は
、
受
講
生
同
士
の
手
助
け
も

あ
っ
て
、
参
加
者
の
多
く
の
人
が
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
入
り
口
に
当
た
る
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
で
き
た
。

２
回
目
は
、
活
用
編
と
し
て
、

誰
も
が
実
践
で
き
る
操
作
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
と
し
て
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
牽
引
す
る
重
要
な
役
割
に

つ
い
て
と
、
そ
の
操
作
方
に
つ
い

て
も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
と
も

に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

基
本
を
繰
り
返
し
、
仲
間
と
の

や
り
と
り
が
、
身
に
つ
く
課
題
に

な
る
。
第
２
回
目
は
、
全
国
に
「
Ｕ

Ｒ
Ｌ
」
の
案
内
を
出
し
、
ど
こ
か

ら
で
も
参
加
で
き
る
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講

座
に
し
た
。


